
それでは、神戸市建築協定地区連絡協議会についてご説明します。
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まずは、神戸市建築協定地区連絡協議会とは何か？ということから説明します。

神戸市建築協定地区連絡協議会は、地区間の交流・情報交換・広報・啓発活動の支
援などにより、各地区の良好な住環境等を維持増進することを目的として設立されまし
た。

会員は各建築協定地区運営委員長で構成され、平成２年10月から活動をしています。

令和3年9月現在、市内には131地区の建築協定地区があります。
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建築協定地区連絡協議会の活動の沿革についてです。

連絡協議会は現在まで、各地区の建築協定の運営をお手伝いするため、広報・啓発活
動、研修会の開催、マニュアル・マンガなどを整備してきました。

令和2年8月には、「建築協定更新マニュアル」をリニューアルいたしました。

これらの資料は神戸市のホームページに掲載されていますので、よろしければご確認く
ださい。

3 4

次に協議会の具体的な活動について紹介します。

最近の協議会活動をお知らせするものとして、年に２回、広報誌として、建築協定だより
を発行しています。

また、各地区の広報活動を支援するため、協定マンガの配布や、建築協定地区表示プ
レートの配布を行っています。
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また、建築協定についてのセミナーも定期的に開催しています。通常であれば、建築協
定の基礎を学ぶスタンダードセミナーと、実践を学ぶステップアップセミナーの2種類の

セミナーを開催していますが、昨年度と今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より不規則な開催となっています。

また、役員や神戸市と個別に相談できる「個別相談会」の機会も設けています。

6

スタンダードセミナーでは、主に新しく建築協定運営委員長になった方向けに建築協
定の仕組みや、建築協定に出てくる専門用語など基本的な知識を身につけていただく
ことを目的にとしています。
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ステップアップセミナーは、建築協定の運営に際し、より実践的な知識を身につけてい
ただくことを目的に、実際御図面を使用した事前協議の模擬演習を実施しています。

ご興味のある方はぜひご参加ください。

以上で神戸市建築協定地区連絡協議会についての説明を終わります。

今回の動画で、神戸市建築協定地区連絡協議会とは何か？なぜ設立されているの
か？どのような活動をしているのか？を知っていただければ幸いです。

本日ご紹介した資料や、広報誌、マンガ、マニュアル等については、データでも公開し
ています。

是非、神戸市ホームページで建築協定と検索していただき、ご確認ください。
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